
 

― 議事概要 ― 

 

＜議題 1 昨年度の報告書（案）について＞ 

事務局より平成 27 年度の「報告書案」について説明。※特に意見無し。 

 

＜議題 2 今年度の活動方針について＞ 

新たな標準仕様ＷＧ事務局より、今年度の活動内容について、「新たな標準仕様検討

WG 報告資料」を用いて説明し、了承を得た。主な意見は以下のとおり。 

○ 汎用機に専用機の仕様をどこまで組み込むのかが課題である。また、組み込む仕様

に対応した情報を自動車メーカーと共有するスキームが必要。 
○ 車両の故障診断や修理調整について、汎用機を使用する整備工場で行う整備と専用

機を使用するディーラーで行う整備の実態を踏まえ、汎用機を使用して出来ること

を決めることが重要。 
○ 自動運転技術で責任の所在が、ユーザーから車両に移っていくレベルに上がってい

くということになると、ユーザー、整備事業主は、これまでとは違った視点で責任

を持っていくべきではないか。 
○ 今年度のフィージビリティスタディの結果や新しい技術が急速に進んでいるという

現状を踏まえ、今後の活動を決めていくことが重要。 
  
＜議題 3 その他＞ 

○  特になし。 

以上 


